
ライスボールセミナー

時間：12：20～12：50 場所：B棟2F R-AGORA

共催：OIC総合研究機構、立命館グローバル・イノベーション研究機構
お問い合わせ：立命館大学 OICリサーチオフィス（張、野村）
TEL：072-665-2570 Email：oicro@st.ritsumei.ac.jp

5/15（火）

第1回

講師：神崎 真実
立命館ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
研究機構(R-GIRO) 専門研究員

通信制高校における
居場所のデザイン

通信制高校という場所をご存知ですか？通信制高
校の生徒の大半は、不登校・中退・転校の経験を
もっており、そこでは、典型的な学校イメージと
は少し違った空間がつくられています。今回のセ
ミナーでは、通信制高校における居場所のデザイ
ンについてご紹介します。

●研究分野：
不登校、学校適応、居場所、支援、高校教育

●研究の道に進んだきっかけ：
明確なきっかけはありませんが、臨床心理士か
社会福祉士の資格をとって子どもに関わるか、
いや、もう少しだけ研究をやってみようという
選択の連続で、今に至ります。

大学ではどんな研究が行われているのだろう？と
思ったことはありませんか？

ライスボールセミナーは、お昼の休み時間に
“おにぎり”を食べながら、

若手研究者による研究発表を聞き、
自由にディスカッションを楽しむセミナーです。

どなたでも気軽にご参加いただけます！

5/29（火）

第2回

講師：上宮 愛
OIC総合研究機構 専門研究員

子どもから正確な情報を
聴き出すための面接技法

–司法面接法(Forensic Interview)–

事件や事故に遭った子どもから、目撃した内容や被害
内容について、正確にたくさんの情報を聴き出すこと
を目的とした面接技法を「司法面接法」といいます。
今回は私が所属する「司法面接法の開発」に関する研
究プロジェクトの概要についてお話します。また子ど
もの記憶の特性や誘導のされやすさなどについても、
先行研究のデータを交えながらご紹介します。

●研究分野：認知心理学、発達心理学、法と心理学

●研究の道に進んだきっかけ：
人は実際には体験していない出来事を、自分が体験し
たことのように思い出すことがあり、これを「虚記憶
（きょきおく）」と呼びます。学部生の頃、この「虚
記憶」の研究をしている研究室の先輩に憧れ、大学院
に進学することを決めました。そして、大学院時代に
女性研究者としてとても尊敬する指導教官に巡り合い
ずっとその背中を追いかけて今に至ります。

私が研究の道に進んだきっかけ、そして、続けている
きっかけは「素晴らしい研究者」との出会いです。

～次回開催予定～

6月12日（火）、26日（火）、7月10日（火）、24日（火）



ライスボールセミナー

前 期 日 程 ： 5 / 1 5 、 5 / 2 9 、 6 / 1 2 、 6 / 2 6 、 7 / 1 0 、 7 / 2 4 火 曜 の お 昼 開 催

共催：OIC総合研究機構、立命館グローバル・イノベーション研究機構
お問い合わせ：立命館大学 OICリサーチオフィス（張、野村）
TEL：072-665-2570 Email：oicro@st.ritsumei.ac.jp

大学ではどんな研究が行われているのだろう？と
思ったことはありませんか？

ライスボールセミナーは、お昼の休み時間に
“おにぎり”を食べながら、

若手研究者による研究発表を聞き、
自由にディスカッションを楽しむセミナーです。

どなたでも気軽にご参加いただけます！

ライスボールセミナーの歩み…

ライスボールセミナーは、立命館大学の教職員・若手研
究者・大学院生・学部生、など学内関係者を参加対象と
して、昼食の時間に軽食をとりながら、研究者の研究発
表およびフリーディスカッションを行うセミナーです。
2007年にびわこ・くさつキャンパス（BKC）で自然科学系
分野の研究交流の場としてスタートし、2010年からは衣
笠キャンパスで人文社会科学系分野でも開始しました。

2015年に開設した大阪いばらきキャンパス（OIC）におい
ても「若手研究者の力量形成」「研究活動および大学院
進学に対する学部生の興味・関心の向上」「異分野研究
者間の交流促進」を目的として、ライスボールセミナー
を実施しています。OICでの発表者の半数はアジア諸国を
はじめとする外国人研究者であり、キャンパスコンセプ
トのひとつである「アジアのゲートウェイ」の具現化と
実践を目指しています。

また2016年からはキャンパスを越えた研究者によるセミ
ナー「Exchange Seminar」を実施し、今後も大学全体で
若手研究者の支援と研究の活性化に向けた取り組みを一
層進めていきます。


